これからの「生活科」と「総合的な学習の時間」―地域社会とのかかわりを考える― by 小西 葉子
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これからの「生活科」と「総合的な学習の時間」
－地域社会とのかかわりを考える－
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はじめに
近年、急激な社会変化に伴い、様々な教育課程の改訂が為されている。１９７１（昭和46）年６
月、中央審議会の答申では、児童の生活や学習における蕊本的な態度・能力の育成の見直しが
挙げられた。これを契機とし、１９８９（平成元）年３月１５日、新教科「生活科」を設けた新指導
要領が告示された。「生活科ｊ新設から１２年経った今もなお、「生活科」は重要な研究課題的教
科の１つである。
まず、「生活科」とはどんな教科であるか触れておく。「生活科ｊの内容には大きな３つの視点
がある。
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この内容の視点からもわかるように、「生活科」とは、主に、自分と自分の身の回りにあるも
のや人とかかわることで自分について考える教科である。そして、自分は社会の中でどう生き
ていくべきかという、自立への基礎を養うことを目的としている。
今日、生活科において最も注目されていることには、地域社会とのかかわり、地域素材を活
かした活動展開､総合的な学習の時間とのかかわり方についてなどがある。そこで、各地域､各
学校においてどのように工夫して「生活科」における地域とのかかわり方の研究を霞ねている
か、総合的学習とのかかわりにおいてはどうか、について調べ、これからの「生活科」授業に
おける課題や役欝Ｉについて考えていきたい。
第一章地域社会とかかわる学習
1．生活科から地域社会へ
平成７，８年上越教育大学附属小学校１学年上原教諭の学級では、生活科授業において地域社
会の特色を生かした授業がなされていた。その記録に基づき具合的な活動内容を準げてみる。
上越教育大学附属小学校は、駅からさほど離れてなく、拓けた場所にある小学校である。乳
在は、各学年２学級の12学級で柵成されていて、ここで挙げた活動例の平成７，８ｲiHのころも、
上原学級を含むこの学年は２学級からなっていた。
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これからの「生活科」と「総合的な学習の蒋間」
(1)なかよしぼくじよう（１年次）
１年目、上原教諭の学級では、春から秋まで2組のみんなと一緒にロバを飼育する活動をした。
｢ロバ」という「生き物」を通して、「生き物」と共存するためには相手に合わせることも必要
であるということを知った。また、この活動によって児童たちは、自分と違う「生きる」ロバ、
ロバとは違う「生きるｊ自分に気づかされたのである。こうして、「ロバ」という「生き物ｊか
ら「自他との違い」を認識し、人間露係の原剛を学んだのである。
(2)開こうＩ朝市
２年生になると、児意たちは「春の朝市」（平成８年５月１７日)、「秋の轄市」（平成８年１１月
３ｍ、「冬の朝市」（１２月７日）と３画『朝市」を行なった。３回繰り返したことで、１回だけで
はうまくいかなくとも、２回目、３回目にその経験を生かすことを学んだ。
朝市で売られているものは、畑から採ってきたものや手作りのものなど商品になるまでの過
程が見て取れるもので、児童たちにとって真似しやすかった。こうして、地域の伝統文化とし
て「朝市」に触れ､奥似からはじめたのである。
児童たちはまず、自分たちで朝市を蝿<計画を立てた。
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①品物の準備
②値段の決定
③売る場所の決定
④売り方・店の出し方を考える
⑤お金の計算
①品物の準備
本物の朝市を蕊似ようとしても、自分たちでは用意できないものも提案された。そこでどん
なものなら品物になるか話し合い、買ったものではなく自分で集めたもの、買ったものでも育
てたもの、手を加えて作ったものの3点にまとまった。そして、花の苗を育てる、食べられる草
や花を集める、野菜を育てる、飾り物を作るといった活動を進めた。児童たちは、作ったもの
を見せ合ったり、比べたりしながらアイディアをIIL合って品物を作っていった。
②値段の決定
品物が出来たら値段の決定である。それぞれの自由にしてしまっては繭化物でも様々な値段
がついてしまう。そこで、方針を「材料を記録し、それをもとに値段を決める」『本物の朝市で
売っている品物の値段を調べ、自分の値段を見直す」という２点とした。これを受けて児童は、
材料費や輔市の様子から値段の比較・検討を行ない、値段を決定した。
③売る場所
次は売る場所である。この「場所決定」についての詳細が資料には載っていなかったので結
果論となるが、１，２回目の朝市は学校で、３回目の聯市は本物の場所ですることとなった。
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④売り方・志の出し方を考える
売る方法、店の出し方では朝市の宣伝の仕方について考えた。児童たちは、思い思いに考え
を出し、チラシや広告、大きな看板、澱などを作った。イラストや目を引くような言葉の入っ
たものなど子どもらしいものが出来上がった。出来たチラシや広告は学校のまわりに配ったり
掲示したりした。
さらに､朝市の具体的なｲﾒｰｼﾞをもつために「幼児鋤の『ごっこ遊び(お店屋さんごっこ)」
という先行経験を活用して模擬体験することにより、全員が売り手と買い手の立場を経験し、朝
市の場面を双方向からイメージできるように」活動をより深めていったのである。この模擬体
験を通して児童たちは、より効果的な売り方、店の出し方を客の目からも工夫した。
朝市劉催の前日、児童たちは一心不乱に朝市の準備に取り組んでいた。その集中力は召を見
張るものがあり、活動に真剣に取り組むことで「集中力ｊも養われていった。
いよいよ朝市の日。学校での朝市には児童たちの家族がたくさん買いに来てくれた。冬の大
通りでの朝市には、一般のお客さんもたくさん来てくれた。児薫たちは、「それ、ちょっと高い
わよ･ｊとお客さんに言われて困りながらも値下げしたり、売れ残りそうになった自分の品物の
よさを宣伝したり…、とお客さんとのやり取りの中で、その場で爽剣に考え、その都度判断し
ながら、相手とかかわった。
⑤お金の計算
朝市が終わったあと、児童たちは教室に戻り、売上金の計算をした。このとき、売上金から
材料費を差し瞬いた利益を出すことが話された。児童たちは不満を漏らしたがこれは仕方のな
いことである。
この売上金の計算は錬数の学習もかねている。実際のお金を数えながら、児童たちは知らず
知らずのうちに千や万の数も学習していたのである。自分たちで苦労して「稼いだ」お金を数
え間違わないように児童たちのまなざしも真剣そのものである。
箒ト余は、一部で秋まき野菜の種を購入し、それを育てて２回目、３画目の朝市の品物とした。
また､3回目の朝市が終わった後､朝市をしたことの記念に写真人ｷｰﾎﾙﾀﾞｰをつくり、残っ
た売上金を使ってクリスマスパーティーをした。
☆教師の手立て
活動を展開していく上で上原教諭は様々な手立てを考えた。第一に、幼児期の「ごっこ遊び」
を取り入れたことだ。これは、上記でも触れたことなのでここでは説明しない。
第二に、「蕊前事後の話し合いをたっぷり行うことで見通しをつけるチャンスと振り返りのチ
ャンスをつくり、子どもたちの発想の拡大を促した」ことである。このとき重要なのは、方向
性の最終決定を児童たち自身に任せていた事である。教師によって方向付けられた活動では児
童たちの意欲も半減してしまい、いくら発想の拡大を図ってくふうしてもその範剛に制限がか
けられてしまう。任せられる事は児轍たちに任せ、「教師はあくまでアドヴァイザー」となり、
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難
児童たちが「自分で選ぶ｣経験を繰り返すことが自主性や「生きる力」の育成につながってい
く。
第三には、「子どもが必要とことが予想される道具や材料を豊富に準備し、子どもの手の届く
ところに用意されていた」ことである。これは、児薫たちが活動の方向性だけでなく、ものの
選択も必要に応じてできるようになっているからである。また、上原教諭は児童たちが1年次と
は違い、文献によって調べるという抽象的な学習様式を身に付けていることを見抜き、何冊か
の翻鑑も用意していた。これは、担任が学校生活の中で児童をどれだけ良く観察しているかと
いう麗題になってくる。このことからも上原教諭は日頃から学級全体に目を駆りよい学級作り
を心がけている蕊が親える。
☆本物とかかわる
児童たちが本物の朝市を通して経験的に学んだ事があった。それは、商品管理の問題である。
朝市の曰、用意しておいたジャムに蟻が侵入していたのである。例えば、冷蔵庫に入れておく
などという方法もあったがもう遅かった。これは大人の商売にとっても重要な課題である。本
物の「学び」には「ごっこ」では味わえない醍醐味があることを児童たちは実賎しただろう。自
慢のジャムが売り物にならなくなっても、蟻を恨むわけにも行かず、児童たちは「うっかり」を
許してはくれない自然の厳しさも思い知ったのである。
幼いとき誰もが経験したであろう、『ごっこ遊び｣。そこから大きく発展し、本物を教材とし
た本物ゆえの「学びｊが生まれるのである。
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第二章地域の素材を生かす
ＴＶなど構報メディアの発達やゲーム機器の進化に伴い、子どもたちは家にいながらより現実
に近い体験が簡単にできるようになった。このような現代社会において、五感を使って自然と
触れることは、児童たちの生活に大きく影響するだろう。
和歌山県東牟婁都熊野川小学校では、五感を使って自然と触れ合う授業や、ゲームを通して
生きることの大切さ、厳しさなどを感じる生活科授業を展開している。
熊野川小学校は児童数85人、７学級、教職員18名の小さな学校である。三重県､奈良県､和歌
山県の県境にあり豊かな緑に囲まれている｡この地域素材を生活科授業に大いに生かしている。
１．五感をゲームで自然体験（略）
２．アニマルゲームで自然の仕組みを体感しながら学ぼう
これは、動物の生きる大切さ、生き物たちのつながり、生きる工夫や厳しさを体験しながら
自然を「わかる」ゲームである。この自然の複雑な構造を知る漏勁をゲーム形式にしたのは、児
童の関心を高め、自然への意外性を感じさせ、より強い興味をI引き起こすためである。
育まれる力
＜観察力＞
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野ネズミの住む「トンネル」を捜す活動や、「トンネル」を模って仕組みがどのようになって
いるのかを観察した。自分たちの身の回りにたくさんの「トンネル」を見つけたことで、いつ
も何気なく通っていた道や自分の身の回りを注意深く観察するようになる。
＜思考力＞
児童たちはゲームを通して生きることの厳しさを知り、生きていくにはどうすれば良いかに
ついてそれぞれの役ごとに真剣に考えた。ネズミ役たちは、いかにしてフクロウやヘビから身
を守りながら餌であるドングリをたくさん集めるか、ヘビ役たちは、ネズミをより多く捕まえ、
フクロウから逃げるにはどうすれば良いか、フクロウたちは、逃げ回るネズミやヘビをたくさ
ん捕まえて自分たちが生き延びるためにはどうしたらよいか、について考えながら自然のメカ
ニズムや動物たちの「生きる」ことへの真剣さを体で学んだ。ステップを重ねるごとに「トン
ネル」の意義や構造の仕組みの理由も実感したのである。
<ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力＞
このゲームは、また、仲間と協力して生きていくことの大切さ、醤び、面白さ、安心感など
も体感できる。フクロウやヘビは撒体行動をあまりしないが、弱者であるネズミは一つの「ト
ンネル」に集H1で生活し、協力し合って生きている。臓々の力が小さくても、協力し合うこと
で、危険を回避したり、ドングリをたくさん集めたりすることができる。
このゲームを自分の立場に鐙き換えた時、児童たちは自分も周りの人たちに支えられて生き
ていることに気づく。そして、自分と周りの人々とのかかわりについて考えるきっかけとなる
だろう。
☆「フクロウ=ネズミｹﾞｰﾑ」
ステップ１「野ネズミのトンネル捜し」
まず、野ネズミの「トンネル」を捜す。
そして、見つけたトンネルの近くの草や木に紙テープを結ばせる。すると、そのテープの多
さから、ネズミたちが身近な森や田んぼに多く住んでいることに気づかされ、児童たちは目を
丸くする。
身近にたくさんの「トンネル」があることを知ると、いったい「トンネル」の中はどうなっ
ているのだろう、という疑問が湧いてくる。そこで、「トンネル」に焼石膏を流して、「トンネ
ル」の型をとる。３０～50分後、石膏が固まったら地而の石膏を掘り出す。すると、「トンネル」
が枝分かれしていたり、地下2,3階になっている様子がわかる。ネズミが土の中でどんな暮らし
をしているのか、その仕組みと面白さを味わえるのだ。
ステップ２「フクロウとネズミ鬼ごっこｊ
フクロウは、森の捕食者であり、ネズミを襲って食べる。一方、ネズミも追われながらも生
きるためにドングリを捜して食べる。どちらも一定鐙を食べないと死んでしまう。この食物連
鎖を利用したゲームがステップ２である。
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ゲームの結果、児童たちには様々な気づきがあった。ネズミ役の児童は、「かわいいネズミが、
餌を探し、フクロウに食われないように生きることがいかに大変か、自らの汗の量と脈の速さ
で」実感した。児童たちが最も驚いたのは、フクロウ役をした児童の発汗量である。ネズミ役
の児童たちよりもはるかに多い汗をかき、息も「ハーハー」とだいぶ乱れている。感想を聞い
てみると「えらかった！」といった。フクロウが強い鬼役なので鬼を希望した児童は「強く悠々
としていると思っていた強者の生活が意外に大変で、自然界で生きていくことの厳しさを体で
理解した｣。
ステップ３「巣（「トンネルj）を作ろう」
ステップ1で観察したように、ネズミには大きなフクロウは侵入できない安全な場所である巣
＝ｒトンネル」を作る。そこで落ち葉などで円を作ってそれを「トンネル」とみなし、「トンネ
ル」の意義を体感させるのがねらいである。
ネズミ役は、どこにトンネルを作っても良い。すると、ネズミ役たちは、広場の中央や、木
の下など様々なところに「トンネル」を作った。
ドングリの全くない所に「トンネル」を作ったグループは、ドングリを巣めて居る時にフク
ロウに襲われると「トンネル」に帰りつくまでにフクロウに柿まり易いことがわかった。より
ネズミの気分になったグループが生き残ったのである。
ステップ４「ヘビの登場」
ネズミの敵はフクロウだけではない。ヘビもネズミを食べるのでネズミには敵である。しか
も、ヘビは体が細いので「トンネル」の中にも侵入できるのである。このヘビの登場で、もは
や「トンネル」も安全な場所ではなくなってしまい、ネズミ役たちはパニック状態である。
そこで、どうやったらヘビの侵入を防ぐ事ができるかという防御方法を考えさせる。児童た
ちからは、「トンネルの入り口を隠す」という意見が出た。枯葉や小枝で出入り口を覆い、ヘビ
役から出入り口がわからないようにした。それをゲームに取り入れた。ヘビ役が「トンネル」に
近づいて、入り口以外から侵入しようとするとネズミ役は「ちがう！」と大声を出し、侵入を
防ぐことができる。しかし、不幸にも、ヘビ役が入り画を見つけた場合、ネズミ役たちは一斉
に別の出口から逃げていく。
また、ヘビはフクロウに食べられるので、フクロウが近づくと慌てて逃げなければならない。
３種類の動物が登場することで、活動が非常に複雑化し、児童の興議度も一気に上昇する。
ステップ5｢ﾈｽﾞﾐ語でしゃべろう」
森の動物たちは、同種|司士で超音波や可聴音など様々な音声によってコミュニケーションを
とっている。それに倣って、自分たちもネズミ語を作り、仲間とコミュニケーションをとるこ
とで、ネズミ気分で情報を伝え合う耐白さや大切さを体感する。児廟たちが決めたネズミ語は
次のとおりである。
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①どの敵が近づいてきたのかを仲劉に知らせる声
②安全な時の声
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；児童たちは息れらの声をグループ内で話し合って決めた。
このように、地域の素材を活かし、児童たちが楽しみながら学習するには、やはり、教師ど
れだけ教材研究をしたか、による。地域を良く知り、児童を良く知らなければ児童たちが良き
学びを得る場としての活動展開をすることは難しいのである。
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朧第三章生活科と総合的な学習の時間
近年、「学校を開く」ことが社会全体の課題とされ、研究が進められている。授業や学校行事
その他で積極的に地域とかかわることが求められる。自分も地域の一員としての自覚を持ち、回
りの人と脇プルながらよりよく生活するための力を蕊う。
そこで注目されているのが、生活科と総合的な学習の時間とのかかわりである。１，２年生に
は、理科･社会にかわり、「自立への基礎を養う」科目、「生活科」が設けられ、３～6年には、「生
きる力」を育む「総合的な学習の時間」が設けられた。
ｉｎ､者は、「各学校のiill意工夫による学習展開が求められる｣、「自ら取り組み、自分で考え、判
断して行動できる資質や能力の育成を目指している」という共通点を持つ。また、体験学習を
重視するという点でも共通している。今日では、こうした「共通する特色に着目して生活科か
ら総合的な学習のⅡ寺綱への発蔑を図ること」が璽要視されている。
しかし、共通項があるといっても、「生活科」と「総合的な学習の鍔間」は全く異なるもので
ある。その相違点を考えた時、まず思い浮かぶのが「教科書」の有無についてではないだろう
か。では、内容では何が違うのか、そもそも根本的な違いとは何なのか、そう問われた時に即
座に答えられる人は、まだ、一般にはごく僅かであろう。両者の相違点をしっかりと把握する
ことが、より効果的に「生活科から総合的な学習の時間への発展を図ること」の近道となる。
1．新設の背景（略）
２内容構成の違い
生活科は、身近な環境が学習の場、学習の対象となっている。自然とのかかわり、社会や周
りの人々とのかかわり、自分園身についてといった自分自身と身近な環境とかかわりが中心と
なっている。その中で最も中心的事柄は「自分自身」である。
それに対し総合的な学習の時間は､上記でも述べたように現代社会における社会的要請として
求められている｡そのため､内容は今日的な教育課題として提示されたもので構成されている。
例えば、国際理解、外壁語会話、悩報、環境、福祉といった横断的・総合的な課題などである。
３.子どもの発達の視点からの違い
生活科は、体験すること、生のものに触れることそのものが学習である。試行錯誤しながら
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これからの「生活科」と「総合的な学習の時間」
活動をしていく中で、何度も失敗を繰り返し、時間をかけて身につけていく。それゆえに、生
活科では慣れ親しむことを重要視し、学習成果にはそれほどこだわらない。自然に親しみ、身
の回りの人たちと親しくすることで、自分を見つめることに重きをおいているのである。
総合的な学習の時澗は、各教科で捉えきれない分野を補足し、強化する。今曰、必要とされ
ているのは国際理解、外国語会話、糒報、環境、福祉教育…といった既存の教科では対応でき
ないことが多い。つまり、総合的な学習は、時代の変化に対応した学習といえる。教科の枠を
越えた横断的・総合的な学習をしなければ、物事の解決が出来ない雌に有効である。
生活科が、自分を見つめることに重きを置くのに対し、総合的な学習では「使いこなす」こ
とに麓きを置く。「使いこなす」とは、生活をする上で何が問題かを発見し、それを解決しよう
とする時、各教科で身につけた基礎体力を十分に使いこなすということである。
つまり、基本的に各教科学習の成果を踏まえ、見通しを持って活動にあたるのが「総合的な
学習」である。そして、各教科とは別に存在し、児童の興味・関心において様々な体験をする
中で身につけていくのが「生活科」なのである。
４.子ども達への任せ方への違い
低学年の場合､児童たちが体験できる素材を数多く用意しておけば､児童たちは活動する。し
かし、高学年の児童たちは、素材を用意するだけでは動かない。これは、行動や認知の仕方の
発達的な違いによるものである。
例えば、１，２年生は10分休みでもグランドへ出て遊ぼうとする。それに対し、５，６年生の行
動を見ると、１０分休みは友達と話す程度にし、３０～40分休みといったまとまった休み時間にな
るとグランドへ出て体を動かす。１０分休みでは十分に体を動かすことができず、満足出来ない
ままに戻ってこなければならなくなることを知っているからである。それよりは、まとまった
時間で思い切り体を動かす方が良いと考えるのである。
また、漫画の読み方一つにしても、低学年と高学年とでは随分と違いが見られる。これは認
知の仕方の違いによる。低学年の児童は、漫画の世界に入るとき、ストーリーではなくキャラ
クターを通して入っていく。それに対し、高学年はストーリー性を重視する。もちろんキャラ
クターにも人気が出るが、興味は次週のストーリーへ向けられ、続きが読みたくなる。
これを、学習にあてはめてみると、低学年には、キャラクター中心の活動内容、つまり、児
童たちが楽しんで体験できるような素材、活動内容を用意する。高学年には、ストーリー性を
持った活動内容を用意する。子どもたちが意欲と関心を持つ一定の時間とテーマ性を持った活
動内容でなければ高学年の児童たちを動かせなのである。当然、活動内容が多様化、複雑化し
ていく。
このように、任せ方の違いをしっかり把握した上で学習課題を設定すれば内発的動機づけが
なされ、より充実した活動へと児童たちを誘うことができるのである。
５.学習課題の違い
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(1)生活科における学習課題
生活科の活動名（学習課題）は主に学習指導要領定められている教科内容に基づいて設定さ
れている。活動名（学習課題）の設定は大きく分けて以下の３つの視点からされている。
①子どもの遊びから
生活科は「遊ぶものを作ろうｊ「公園をたんけんしょう」など、児童の日常生活や遊びか
ら題材を取り上げている。そのため、それに密着した活動が多い。活動内容が、児繭の思
いや願いを基にしていることを考慮すれば、学習課題を活動名や題材名という方が生活科
では自然である。
②自分とのかかわり
「生き物を育てようｊ『大きくなったよ」などの活動では、動橋物との活動を体験するこ
とで生き物への愛情や生命尊寵の教育につながる心が育ち、自分と対象とのかかわりや闘
分自身への気づきを重視する。自分とのかかわりを通してこそ真の気づきが生まれるので
ある。
③意欲・関心・態度
子どもの学びには内発的動機づけが重要である。よって、児童の関心や意欲を大切にし
た活動が中心となってくる。
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(2)総合的な学習の時間における学習課題
総合的な学習のⅡ寺間における学習課題の設定は各学校の創意工夫によるもので、各学校や地
域の特色によって異なる。ここでは二つの例をあげておく。
①長斯的な学習課題を設定している僻（横浜市立日枝小学校）
平成８年度の研究紀要によると、６年３組では「我ら地球を守り隊」という環境潤題について
の学習を－年間取り組んでいる。学栽33時濁、国語29時l1Llj、社会５時鋼、算数１４時間からな
る全８１時間の総活動計画である。
４月、学習計画を立て、まず、環境問題についての学習を進める。そして、１学螺は、空き缶
回収、廃油石鹸作り、大気汚染調査、テント生活の自然体験活動をした。
２学期になり、１学鱗に学習したことや体験したこと、調べたことをもとに、環境論文を作成。
最終的に卒業公演で発表した。
②教科の再編として学習課題を設定している例（上越市立大手町小学校〉
この学校では、１年生～6年生まで「生活単元のキーワード」を設定している。
１，２学年見る．触れる。遊ぶ
3学年探検
4学年調査
5学年追求
6学年探求
３８
…これからの「生活科」と「総合的な学習の時間」
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平成８年度、６年生の実践「ふるさと淘田を考えよう」（全24峰間）を見てみる。身の回りの
環境調査、他地域調査、住民の意識調査などの結果を総合的に捉え、自分が住んでみたい高田
の111Jを考え、自分たちのビジョンを提案した。
これに似た活動を東京都港厩立芝小学校でも行なっている。芝小学校では総合的な学習の時
間を「スペシャルタイム」と呼び、３～6学年の４年間を通してｒ間分たちにできることｊとい
う単元を設定している。平成14年度第６学年の「宵分たちにできることIＶｊでは「発信30年後
の芝の街」（全21時櫛）と題して、現在の芝の街についてアンケートを取ったり、区役所へ行っ
て調べたりしながら問題点や改善点を見つけ、理想の芝の街を想像する学習である。実際に調
べたり、考えたりしたことをコンピューターなどで、効果的にまとめ、出来上がった街を家の
人に発表し、最終的には行政の人を招いて発表するというものである。
芝小学校では、ＰＣ活用能力の育成にも力を入れているため、身につけた技能をもとにコンピ
ューターを駆使して理想の歩道橋やバスなどを描いたりしていた。
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このように、「生活科」と「総合的な学習の時間」は、全く別物である。しかし、それを踏ま
えた上で、両者の共通点をいかしたかかわり方へと発展させることが今日の課題となっている。
第四章これからの「生活科」
１．生活科と学級経営
龍活科が新設された時、多くの学校が生活科の位置付けに悩んだ。生活科は、他の教科のよ
うに教えなければならない内容が画定されているでもなく、すぐに学んだことが身につくわけ
でもない。活動していく中で児童の思いや願いによって活動内容がどんどん変化していく。児
童たちは、活動を通して発見したことや体感したことを積み重ね、生活へと取り込んでいくの
である。身についたかどうかという評価はずっと先にならなければわからないこともある。そ
のため、活動の腰開や評価のしかたなどは、今日でもなお研究が続けられている。
(1)学級経営を生活科に活かす
東京部小平市立第十五小学校では、学級経営の視点から生活科を考えることを提案している。
児童たちの日常の会話には、生活科の授業に発展するような情報が満載である。低学年の児
童たちは先生と話し、自分の話を剛いてもらえることに喜びを感じる。学校に来る途中の出来
事や、昨日友達と遊んだことなど何でも先生に話したい。「公園にドングリが落ちてたよ｡」「校
陛のお池に氷が張ってたよ｡」「ツバメの巣を見つけたよ｡ｊなど身の回りで起きているいろいろ
な事に気づき、先生に報告する。その情報を生活科の授業に生かさない手はない。言わば、教
師が注目しなければ聞き流してしまうような児童たちの「つぶやき」を拾い集めることが生活
科の題材設定の重要な鍵となるのである。
当然のことながら、自分から積極的に人とかかわろうとする児童ばかりではない。自分から
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祭はなかなか話せない児童もいることを忘れてはならないのである。自分から話せない児童には
教師の働きかけが必譲となる。教師の方から近づいていき、休み時間や給食の滕間を利用して
｢つぶやき」を聞いたり、話したりという積極的な立場で児童たちとのコミュニケーションをと
る。こうしたやり取りの中で児童たちの実態を把握する。そうすることにより、生活科を含む
各教科や学校生活全体において、その子に合わせたより良い支援と評価を準備できるのである。
(2)生活科を学級経営に活かす
①児童の考えや行動の背景をくみ取る
鹿児島大学教育学部附属小学校では、生活科を学級経営に活かす工夫をしている。
生活科は、前記でも述べてきたように児童一人一人の思いや願いが基になり、活動が展開さ
れていく。それを学級経営にも活かそうというのである。
児童一人一人の考えや行動には、必ずその子なりの背景がある。それを加点的・共感的に捉
えるようにすることが大切である。つまり、児童の行動一つとっても「その行動に児童の良さ
や可能性が現れているんだ」と加点的に捉え、「児童たちの気持ちをまず受け止め、児童の1111に
たったかかわり方を意識する」ことである。それが個性を大切にし育てる教育へとなっていく
のである。
②児童一人一人の発言の場を準備する
学級経営におけるポイントの二つ目は、児童一人一人が自分の考えたことを自由に述べられ
る場、意見を交換する場を多様に準備し、お互いに学びあうことができるようにすることであ
る。
例えば、生活科のねらいの一つとして表現力の育成が挙げられるが、その最も重要な能力の
一つが『自分の考えを発表する」能力である。表現方法は、絵、文、身体表現といろいろある。
しかし、自分の考えを発表する能力は、授業湾だけではなかなか身につかない。そこで、１日の
学校生活の中に自分の考えを発表する場をつくることにした。朝の会・帰りの会に、「ぼく・わ
たしのスピーチ」「今日１日で楽しかったこと」「友達のがんばっていたことｊ「ぼく・わたしの
大発見」「係からのお知らせ」というコーナーを設けたのである。
これにより、児童たちが自分の考えを発表する場が大幅に増えた。当然、一人一人の児童の
思いや願い、考えや行動上の違いも露わになり、対立が生まれた。その対立をもとに、みんな
でより良い方向を考え、考えや行動を改めていくところに学びが成立するのである。
こうした違う考えを出し合って学び合う活動を通して、児童たちは「お互いを尊重すること」
を身につけていく。この「お互いを聯電すること」こそ、本当の意味で人と「仲良くする」と
いうことなのである。
③教師は良き支援者となる
「自分で考え、自分でできる」ことが生活科の子ども像である。苦労してやっと出来た時の成
就感、達成感が自信となり、新たなやる気となって児童の生活を生き生きとさせる。それには、
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熟これからの「生活科」と「総合的な学習の塒間」
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嵐教師は児童たちに生活上の問題解決、すなわち課題の克服体感を豊富にさせるように、児童た
ちの生活を見守り、必要最小限の指導にとどめることが大切である。そして、学級全体の児童
に、みんなで考え、みんなで解決する経験をさせることが重要なのである。
私が三鷹市立井口小学校に教育実習に行った時の実話である。
ある女の子が20分休みの時間に「一緒に縄跳びをしよう！」と私を誘った。ちょうどその頃、
体育では縄跳びの授業をしていたのである。彼女は、『二重とぴができるようになりたい」とい
って私にアドバイスを求めた。私は、「手を、ピュピュピュッとできるだけ早くまわして、高～
〈ジャンプしてごらん？」とアドバイスした。私がしたのはこれだけである。というよりは、私
にできることがこのｱﾄﾞﾊﾞｲｽだけだった。
実習の最終日、クラスの一人一人からメッセージをもらった。彼女からのメッセージの最後
には、「二重とびができるようになったよ！」と書かれていた。
彼女は、私がアドバイスした日から、休み時間になると縄跳びを手に懸命に二重とびを練習
していたのである。そして、できるようになった喜びを私に分けてくれた。
私が未熟であるがゆえに、最小限の指導しかできなかったが、彼女はそれを自分で克服する
力を持っていた。全ては彼女の努力の賜物である。
ただ幸運であったことは彼女の方が誘ってくれたことだ。私は実習時、一人一人をよく観察
し、話を聞き、児童がどのような患いを抱いて生活をしているのかを少しでもわかるように意
識することを心がけていた。しかし、恥ずかしいことに、児童のはたらきかけがあって初めて
その思いに気が付いたのである。子どもたちの思いや願いをもっと感じることができればより
良い指導ができるであろう。
井口小学校では、学校の近くに畑を借りて「農園」として全学年で利用している。各学年に
は自由に使用できる小さな畑がある。
あの日、給食でスイカが出た。児童たちは「農園」にその種を植えに行った。農翻は一度学
校の外に出るので、私はそれに付き添った。
教室に戻ってくると、１人の男の子が教室の縄にある本棚から植物図鑑を取り出した。何をし
ているのか聞いてみると「スイカについて調べてるの｡」という答えが返ってきた。以前、この
図鑑を読んだときにスイカのことが書いてあったという。調べ学習などまだしていないはずの
２年生になったばかりの児童が図鑑を見ればスイカのことを調べられることを知っていたことに
私はただ驚き、感心した。
これは、児童の発達状況に合わせ、教室に様々な本を週いておくことの大切さを私に教えて
くれた。これこそ、児童の学習環境を調えるという教師の支援である。そして、児童たちは教
師の支援に助けられ、自分で問題を解決する方法を探し出すことができることをも教えられた
のである。
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④生活習慣、技能の育成は、長い目で
生活科の目標にもあるように、生活習悩や技能は、活動の「過程において身につける』。そこ
で、家庭に協力を依頼し、児童一人一人の習慣、技能についての具体的な実態を早期に捉えて
おく。さらに、家庭と緊密な連携を図るようにしながら、定期的にその変容を確かめていく。こ
のとき重要なことは、児童自身と家庭との両方に「よくなかったこと」「よくなりつつあること」
を知らせることである。これにより家庭では、児童がどのように成長しているかがわかり、児
童自身は自分の成長に気づくとともに、自信をつけていくのである。
ゆえに、生活習慣・技能の育成は、一人一人の児童の実態に即して、他の子と比較せず長い
目で見守り、励ますことが大切なのである。このとき、家庭と学校の連絡は必要不可欠であり、
緊密な連携を図るようにする。
⑤具体的な記録を残す
④でも述べたように、生活科において多様な形態で活動し、その変容は長期的に見取ってい
く。これは、日常生活の'1mでも様々な形であらわれる。
そこで、写真やビデオ、生活科暦など、具体的な姿が残るような記録を年間を通して計画的
に実施していくようにする。これにより、年間を通して成長が実感できるようになる。写奥を
教室に掲示し、児電たちの作品と併せて生活科暦として、自分の成長を視覚的に捉えることが
できる。
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最後に、学級経営をスタートするにあたって大切なことは、まず、寧級経営案を作成し、ど
んな学級にしたいのかという具体的なビジョンを持つことである。そして、生活科マップなど
をもとにし、実際に歩いてみて地域を理解すること、校内・校外環境の整備、他学級・他学年
との交流などである。児童の立場に立つ生活科の思想を活かし、全ての児童を主人公にするこ
とで学級経営を具体化することを目指している。
2.生活科から総合的な学習の時間へ
(1)授業を「全員参加型」から「全員参画型」へ（略）
（２）生活科からのはたらきかけ
総合的な学習の時間とのつながりにおいて、生活科として重視しなければならない点は主に
次の３点である。第一に、教師が児童の活動への没頭を大切にしながら、活動に拡がり、連続jfk、
発展性を持たせることを重視し、素材研究や活動研究を十分に行うことである。これは、児童
たちに活動の楽しさを十分に味わわせ、多くの成功経験を通して有能感を自覚させるためであ
る。これが「自分にもできるんだ｡」という自信となり、問題解決の意欲となる。
第二に、地域社会や地域環境へのアプローチである。地域社会・地域環境を知り、地域とか
かわることで実践的・主体的な学習の展協が可能になる。学級や学校の枠を越えてたくさんの
4２
これからの「生活科」と「総合的な学習の時間」
人々と触れ合うことのできる学習内容を組織化していくことが今日鰻も重視されていることの
一つである。
第三には、自由な探究活動と表現活動を大切にすることである。目標や方法、内容をできる
だけ児童に委ね、児童の中に本来備わっている成長と学びの力を開花させるのである。もとも
と幼児期における子どもたちは、自分のしたいことを自分で発見し、自分なりに様々なことに
取り組んでいる。つまり、｜卦分で本当にやってみたいことを宿分で発見し、追求・体験してい
く過程で自分なりに取り組む。そうして灘いたことや聞き方をどう高めていくかについて切礁
琢磨しながら開いたことをまとめていく。更に、その過程を自分翻身の成長を含め振り返るこ
とで胸分なりの「学び方」を身につけていく。
こうして、児童たちの中に「できるんだ」という自信、「解決するんだ」という信念、「やっ
てみよう」という意欲が生まれ、それを支えとして…人一人の課題に対する「こだわりｊが育
ってくる。
総合的な学習の時間において、「鯛の追究」からグループや学級、学年レベルで追求結果の比
較、共有化がなされる。そして、更なる追究が繰り返される。その中で、この「こだわり」が
児童の中に育っている時、より効果的に総合的な学習の時測を展開することができる重要な鍵
となるのである。
沖
Ｆ
Ｆ
Ｆ
咄
騨
靱
咀
蕊
露
命
静
興
；
…
鴬
＄
罐
おわりに 銘
私は、この論文の中で、教師の教材研究が授業の良し悪しに大きく影響することを何度も述
べてきた。しかし、それは今日の教員に不満があるからではない。ここに取り上げた例は全国
各地に数え切れないほどある学校のなかで私が出会ったほんの-握りの活動憐である。当然、学
校の数だけ活動，Ｉがあり、その何倍もの数の教員、地域の人々など活動に協力してくれた人た
ちの努力がある。それを忘れずに、現職員もこれから教員になる人も、教員を目指している人
も今以上に頑張ってほしいという擬いと、自分も教育者を目指すものとしてこれから先も鉋<
なき追求を続けようという決意のもとに述べてきたものである。
「生活科」も「総合的な学習の時間」も私が小学生だった時代にはまだなかった教科である。
各教科とのかかわりや、地域社会とのかかわり、総合的学習とのかかわりといったこれからの
｢生活科」における大きな課題と共に、教師一人一人が児童や地域の実態を把握し、教材研究を
重ね、向上心をもって取り組む姿勢について見直すことが学校全体、地域全体、更には教育全
体の課題ともいえるのではないか、と私は考える。それには、学校を取り蹄む様々な人々の協
力が必要不可欠なのである。
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